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表 1 各分画中におけるカルシウムの予想化学形態
:は し が き

著者らは,先に桑の冬芽のカルシウムレベルは品種によ

って著しく異なり

'耐
寒性が強くて春の発芽が早い,山桑

系品種に概して低レベルのものが多0。 という結果を得た。

しかし,寒 さに対する冬芽の抵抗力の強弱及び発芽の早晩

とカルシウムレベルとの間の関連について検討するために

は,さ らに冬芽におけるカルシウムの化学的形態を明らか

にし,そ の生理的役割を追求してゆく必要がある。

従来,植物のカルシウム要求及び体内に含まれているカ

ルシウムの存在形態は植物の種類,器官,組織の老若等に

よって異なることが指摘されているが

'桑
では桑葉に関

する篠原 (1937)の 報告うがあるだけで,この面での研究は

ほとんど見当たらない。そこで,著者は上記の冬芽のカルシ

ウムレベルにおける品種間差異の原因を明らかにしてゆく

ため,まず山桑系の矢1持 と唐山桑系の改良鼠返の冬芽のカ

ルシウムを分別 定量し,形態上における両品種間の差異
について比較検討した。

2実 験 方 法

実験に使用した剣持と改良鼠返はいずれも蚕糸試験場東

北支場の杉妻桑園で栽培されている(根刈,夏秋専用 )4

年生のもので,冬芽は 1980年 2月 25日 に採取した。その場
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分 画 植物体中における予想化学形態

硝酸塩,塩化物を主とした無機塩
及びアミノ酸塩等7)V:1-)vnlA ca

()内 は分■の■ 号 を示す.

図 : カルシウムの分画方法

溶 性 03

2%酢酸可溶 C8 リン酸二石灰 ,リ ン酸三石灰

希塩 酸 可 溶 C8 修酸塩等

難溶態 (珪酸塩 ?)

注 太田ら (1970)の報告による。

合 ,な るべ く多くの校条の各部位から冬芽を採取 し,試料

の採取誤差を少なくするように努めた。カルシウムは太田

ら(1970)の方法に準拠して 6形態に分別した (図 1及び

表 1参照 )。 各画分のカルシウムは,得 られた抽出液を蒸

発乾固させて水分を除去し,乾式灰化後珪酸を分離して ,

原子吸光光度法によって定量 した。なお,カ ルシウムの定

量にあたっては妨害イオン抑制剤 として塩化ストロンチウ

ムを使用 し,ま た実験は 3連制で実施 した。

3 実験結果及び考察

得られた画分別カルシウムの合有率とその割合について

は表2に示した。改良鼠返及び剣持の新鮮物当たリカルシウ

ム含有率はそれぞれ 20,及び 102%で ,剣持の全カルシウ

ム量は改良鼠返の約 49%で あった。全カルシウム量に対す

る各画分のカルシウム量割合は,改良鼠返の場合はFIIcl

が 5701%で 最も高 く,ついで FNBCl(2034%),FR
(1125%),FAce(802%),Fw(315%)の 順で ,

FE(020%)が最 も低かった。一方,剣持の場合はFIIcl

(4610%). FN8Cl(2969%), FACe(1350%),FR
(668%),Fw(331%),FE(072%)の 頂で,やは

りFⅡcI及びFN8Clの 割合が高かったが, 剣持と改良鼠

返とでは各画分の割合が著しく異なり,FAceと FRについ

ては商品種間に逆の関係が認められた。なお.改良鼠返 と

剣持との間の全カルシウム量における差異と各画分との関

係についてみると,FEClの占める割合は約 67%で最 も高

く,ついでFR(1559%).FNaci(1146%).Fw(300
%),FAce(282%)の 順であった。
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表 2 桑冬芽の画分別カルシウム(C30)含 有率
とその割合 (新鮮物 100分 中 )

注 含有率は3連の平均値で示す。

以上が実験結果の概要である。篠原 (1937)によって報

告されているう桑葉の場合と今回の実験とではカルシウム

の分別方法が異なっているので,厳密な意味での比較は困難

であるが,桑葉ではFNaClに 相当するカルシウムの割合

(M/10酢酸を含む75%ア ルコール可溶+03%苛性ソー
ダーを含む60%ア ルコール可溶+M/20ク エン酸アンモニ

ア可溶 ;5861%)が最も高く,つ いでFHcl(5%HCl可

溶 ;3034%)で あるのに対して冬芽では逆にFIIcl(4610

及び5701%),FN801(2034及 び2969%)の順であっ
た。このことは代謝器富である桑葉と越冬器官である冬芽

とでは,カ ルシウムの果す役割が著しく異なっていること

を示しているといえよう。

つぎに,品種間の差異についてみると,各画分の新鮮物

当たりのカルシウム含有率は, FEを除いて改良鼠返よりも

剣持の方が低く,なかでもFncIに おける差異が大きかっ

た(表 2)が ,FHcl及 びFRと FN801, Fw及びFAce

とではその様態が異なっており,特にFIIclと FN801と の間

には著しい相違が認められた。すなわち,FHclに ついて

は全カルシウムに対する比率と新鮮物当たりの合有率とは

いずれも剣持の方が低かったが,FN8Clの場合は,全 カル

シウムに対する比率において,剣持の方が改良鼠返よりも

著しく高かった。このことは,両品種間では細胞壁におけ

るペクチン酸カルシウムのような,細胞の基本的構造や機

能に関与しているカルシウムの変動は少なく,むしろ代謝
によって生ずる有機酸の中和等の生理機能に関連している

カルシウムに大きな差異があることを示していると思われ

る。これまでに,草本植物によって吸収されたカルシウム

はまずFwの形態で存在し,時間の経過とともにFNaCIに
分配され,生育圧盛な部位においてはさらにFIIcIへ と移

行するといわれているう。そしてまた,カ ルシウム不足に

よる糖の転流阻害が認められておりり,植物体内での炭水

化物の転流に必要なシャスターゼは修酸カリによって活力

が阻害されるが,カ ルシウムは篠酸イオンを不溶性の藤酸

石灰として沈横し,炭水化物の体内転流を円滑にするとい

われているう。庶糖濃度と耐凍性との間に高い相関がある

ことは既に指摘されているところであるが°,今回認められ

た改良鼠返と剣持との間のFllclの カルシウム含有率にお

ける差異が,商品種間の腋芽の形成過程の違いによるもの

か,またFECIの 差異が両品種間の耐寒性に対する強弱な

いしは春の発芽の早晩とどのような関係をもっているかな

どは不明であり,今後いろいろな角度から検討する必要が

ある。

4摘

先に,桑の品種によって冬芽のカルシウムレベルが異な

ることを認めた。そこで,こ の原因を明らかにする目的で,

カルシウムレベルの異なる改良鼠返 と剣持とを用い,太田

ら(1970)の 方法に準拠して,冬芽のカルシウムの分別を

試みた。

1 改良鼠返及び剣持の冬芽のカルシウム含有率 (新鮮
物当たり)はそれぞれ209及び 102%で あった。各面分の分

布割合は,改良鼠返の場合はFIol(5701%)>FNB01
(2034%)>FR(1125%)>FAce(802%)>Fw(315
%)>FE(023%)の順であったが,剣持の場合はFIcl
(4610%)>FN3Cl(2969%)>FAce(1350%)>FB
(668%)>Fw(331%)>FE(072%)で 両者の間に
はかなりの相違が認められた。

2 改良鼠返と剣持との間の全カルシウム量の差異に占
める割合は,Fuolが 約67%で最も高く,ついでFE(16
%),FN801(11%), Fw(3%),FAce(3%)の 順で
あった。なお,FEについては改良鼠返より剣持の方が高
かった。
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